










ていた鈴木政男は、一九四六年五月に開催される印刷出版労組の青婦人部大会に向け、二幕五場の「起ち上つた男たち」 （ 『民衆の旗』一九四六・七、八）を三晩ほどで書き上げ、演出も自身が担当したという。初めての「新劇」体験からわずか三ヵ月後のことだった。さらに、鈴木政男の「人間製本」 （ 『テアトロ』一九四九・三）が新協劇団創立 五周年記念第五〇回公演として神田共立講堂 舞台に上がったのは一九四九 三月（一二日―一 日） 。 年前に「新劇」を初体験し 職場作家の作品が、その時「感銘をうけた」専門劇団の演出家、村山知義の演出により上演されたのである。
二・一ゼネストを背景とした組合の成立を描いた「人間製本」戯

























立つ人物が、一体に悪玉になつて」おり、 「搾取される側はみんな立体的な人間像だが 搾取す 側はレリーフで、それも光線の加減で見ようによると、まると平面になる危険がある 浜村米蔵
⑹
）と




戦中派、戦後派の３世代の 間群 」に着目し、 「複雑に錯綜した「時の問題」を捉えて、見事に書き上げ」 、 「１９４７年の時代相を抉り出した労作」 であると位置づけている。 また、 藤田富士男
⑻
は 「ポ
ジティブな部分もネガティブな面も併せ 描き出そうとする鈴木の捉え方は、戦前のプロレタリア演劇時 は希な描写方法であり、職場作家がまさに自我を克ちえて自立した姿を表わして る と評価している。
本稿では、戯曲「人間製本」を構成する二つの出来事、坂田製本
















家の育成に取り組んでいた。村山知義は、 「素人芝居のやり方」 （ 『民衆の旗』一九四六・六） 、 『自立演劇叢書一―三』 （トランク書房、一九四七―八） 、 「自立劇団コンクール戯曲評」 （ 『テアトロ』一九四七・ 二） 、 『演劇入門
　
正しい芝居のやり方・見方』 （労働教育協
















































と呟き、 「つまらねえ戦争をやつたもんさ」 、 「勝つて来るぞと勇ましく
―
か。ふん、ばかにしてやがらあ…」というように、厭世観
を滲ませる。その一方 、 「あそこ 組合はよく よ。何しろ去年の夏から、ずーっと 上げのしどうしだ」と うように太陽印刷のストには興味を示し あ 連中の言うことをよく聞くとね、喰えるだけの給料を払えつてのは労働者 権利と て当り前のこと
だ」と述べ、彼らに感化されつつあることが窺える。
ストが「悪いこと」だという年配の製本工に対し、竹内だけは、
ストは「悪いことじやない」 、 「組合がストライキをやる前に、どうせ出る金なら出してやり 何のことはない」と太陽印刷のストに理解を示す。そして、自分たちも組合をつくり、工場主の坂田と交渉しないかと工員たちに持ち掛ける。関田、宮野、おくめは竹内の提案を受け入れようとするが、年配の製本工や沼澤は「組合なんかつくつて、あとでクビになつちやつまらねえ」と竹内に対して批判的な態度をとる。な でも、坂田と一緒に工場を始めた年配の製本工は、坂田に竹内が組合をつくる話をしていたこと 暴露してしまい、そのことを契機に 第一幕の終わりで竹内は坂田から馘首 言い渡される。
第四幕は第一幕から一週間後、太陽印刷青年部長の白石徹男たち
の後押しもあり、坂田製本の竹内、関田、宮野らは組合を結成している。第四幕ではすでに坂田と第三回目の交渉 入っ るが、現給与五割上げの要求を飲む条件として竹内の馘首が挙が て ことから、交渉は進展しない。事務員の中川や年配 製本工、沼澤から身を引くよう勧められた竹内は「やめるよ！だからいま辞めるつて言つてんじやねえか」と自棄になる。組合 結成したものの 交渉が進まないために竹内自身が方向 見失ってしまったことがわかる。
だが、沼澤が業務中に起こした事故により、竹内は奮起せざるを


























くなつたからつて、クビにされたらどうしよう……沼澤さんのおかみさんは、眼を真赤に泣きはらして、おれと関田さんにすがりついた だ。たつた五百円の見舞金で 入院料をどうして払う？［略］みんな、よ 考えてくれ。これが体裁のいいことを言 、旦那（坂田―引用者注）と中川の挨拶だ。おれたち職人は、使うだけこき使われて、用がなくなりやそれで 払い箱なんだよ！こんどのことは 旦那と中川に、おれァ全部責任があると思 。
























てきたが、それを〈歓迎 する側の太陽印刷 労働者たち 「まことに弱々しく描か ている」 （前掲・桑原）の なぜであろうか。
第二幕と第三幕では、白石家の靖造と徹男の衝突が描かれている。特に 三幕は、二・一ゼネスト直前の太陽印刷が舞台でありながら、描かれているの 徹男の個人的な決断と苦悩の吐露である。
第二幕の舞台となるのは、徹男の父親である白石靖造の家だ。白
石家は靖造をはじめとし 妻のふじ、長男の徹男、長女の愛子、次男の藤男の五人家族となっている。ト書によると「部屋には普通の家庭に見られる家具調度が一 通り」揃っているも の、四畳半と八畳二間の借 住まいである。それにも拘わらず、 「正面欄間に肖像画の額縁がかけてあ」り、不釣り合いな印象を受ける。 「おい今晩は久しぶりで刺身でもとれよ」という靖造に対し ふじは （冷やかに）そんなこと言つたつて、うちは昔の白石家じやないんですからね」というように、靖造とふじの会話からはかつて 羽振りのよさが窺える。靖造は「女中 三人 使つて たかつての「由緒ある白石家」だけが心の拠り何処とみえ、そ を「鼻であしら う徹男に対して憤りを覚えている。機嫌が悪いと「子供たちにまで当り散ら」す横暴な性格で、女性問題ではふじの「頭を痛め」て た過去があるようだが、 「焼 出されたうえ 、永 間寝込ん だことで、 「戦争前、 浜の貿易商事に関係して」いた時代の栄光 影を潜め、現在は の稼ぎと坂田製本から委託される折り 内職で生計 立てている。
第一場、白石家に太陽印刷の宮内常務の手先となって坂田が現れ
ると、靖造の妻であり、徹男の母であるふじは 両者 狭間 揺れ動く。坂田は折りの仕事を大量に斡旋し、その前金を に支払うことで、徹男の活動を抑止するよう と圧力をかけてくる。 「徹男のことも―帰つたらよく言い聞かせまして」と恐縮する靖造とは異
― ―150
なり、ふじは「坂田さん―あのうそのお金―徹男のことで―じやないんですか」と尋ねるが、坂田は「とんでもない奥さん」 はぐらかす。ふじは「どういうおつもりか知りませんが、そんなことをされちや困りますから 食い下 るが、結局、靖造は前金を受け取ってしまう。表舞台への返り咲きを狙っている に対して、ふじは「そのお金―徹男のことで―なんでしよう」と迫り、 「あなた、そんなお金―すぐ返してきて下さい」と徹男を心配し、夫を責め立てる。
ところが、靖造が出て行き徹男が入れ違いに戻ってくると、 「坂














































では徹男は完全に父親と対立する構えをみせる。その決断は、竹内の妹 恋人でもある道子との関係も悪化させることになる。 「ぼくらは坂田も含めた敵の階級」を「心の底から憎むよう 」なる必要があり、 「 （はげしく）それがたとえ肉親であつた場合でもね！」と道子に宣言するのであるが、 それを聞いた道子は自信をなくし、 「あたし、なれないわ。あたし……この頃ね、徹男さんが羨ましいような、恐いような気がするのよ」と怖じ気づく。 は靖造が坂田から金を貰ったことを告白 こと 、道子を説得しようと試みるが、ストのカンパ集めに出る行商隊を窓から見送るために階段を駆け上がる徹男に対し、道子は「後を追おうと がそ ままてすりにもたれかかつて動」こうとしない。
徹男と靖造の対決は第四幕で決着する。坂田製本に徹男を追って












「人間製本」批判でも、 「収奪する側の描写の一面性であり、不足であり、オルグへの重点的傾斜による英雄視的描写」 （前掲・長橋）とあるが、 「人間製本」における「悪玉」 「収奪する側」とは誰を指しているのであろうか。もちろん、坂田の名前はすぐに挙がるであろう。靖造もその協力をさせられているのは明白である。だが、坂田と靖造を意のままに動かしているのは、彼らから語られ ことで存在する（舞台には登場しない）太陽印刷の宮内常務ではないだろうか。この宮内の存在の希薄さが、 「オルグ」 （ 「人間製本」では徹男を指している）と敵対す 坂田及び靖造の「描写の一面性」を強調することにつながったと考えられる。宮内の不在が、太陽印刷のストを前景化させることなく、背景に押 とどめてしまったのだ。その原因として挙げられるのは、大日本印刷演劇部と会社との関







の竹内たちと工場主の坂田との対立が描かれる一方で、 「オルグ」として彼ら 支援する徹男ら 太陽印刷との闘いは、会社側の不在によって成立することはない。徹男と靖造の葛藤と決別を焦点化し、問題のすり替えを行った もいえるが、 「善玉 悪玉」の内面に踏み込んだこ で、村山の懸念した「幼稚な戯曲」を克服していると考えられる。
終幕、坂田製本のスト決行で全体が歓喜につつまれるなか、徹男







































































のなかで、 「僕なんか七年間も（戦争に―引用 注）行っている。しかも好きで行ったわけじゃない。いやだいやだというのをむりにひっぱられた。行かないと憲兵に殺されてしまうから結局泣き寝入りで た」 、「僕らもブンブン弾が来る中で、死にたくないと思って何回青空を仰いだかわからない。人間が死ぬということは大したことですよ」と述べいる。
⒂
　『プロレタリア・ソング選曲集
　
どん底の歌』制作・発売／株式会社
音楽センター、二〇〇八
⒃
　
村山知義著／新協劇団編『自立演劇叢書三
 戯曲の書き方』 （トランク
書房、一九四八・五）
⒄
　
藤森成吉「素朴的リアリズムからの脱却」 （ 『悲劇喜劇』一九四八・五）
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